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3．耐震壁の複数開口

指摘内容

複数開口のある耐震壁がありますが、開口の扱いを明確にし
てその適切性を説明してくださいてその適切性を説明してください。
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3-a．指摘の趣旨 ①

 耐震壁の開口の大きさ、位置のそれぞれの評価の妥当性を
確認するもので 以下の問題が見られる確認するもので、以下の問題が見られる。

・開口部の包絡方法など解釈・設定にばらつきがある。

・包絡開口として評価すべき複数開口を 面積等価で評価し・包絡開口として評価すべき複数開口を、面積等価で評価し
ている。
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3-b．『SS3』での扱い・対処 ①

 包絡開口とするか面積等価開口とするかの自動判定は行っ
ておらず 建物全体 もしくは開口ごとに包絡する（包絡開口）ておらず、建物全体、もしくは開口ごとに包絡する（包絡開口）
か包絡しない（面積等価開口）かを指定する。

 デフォルトは建物全体に対して包絡開口としている。デフォルトは建物全体に対して包絡開口としている。

[6部材形状配置 5開口] [マウス入力 開口]
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[6部材形状配置－5開口] [マウス入力－開口]



3-b．『SS3』での扱い・対処 ②

 包絡する（包絡開口）

 包絡しない（面積等価開口） 包絡しない（面積等価開口）
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3-c．関連項目 ①

 『2007年版 建築物の構造関係技術基準解説書』P.283～284
を参考に判断して開口ごとに指定するを参考に判断して開口ごとに指定する。

等価開口の判断の例
L≧1 5hかつL≧1 のとき 面積等価の開口部とみなすL≧1.5hかつL≧1mのとき、面積等価の開口部とみなす。

hh

L
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6．固有周期計算時の建築物の高さ

指摘内容

固有周期Ｔの計算に用いる建築物の高さについて、
勾配屋根の場合は振動性状を考慮した高さをとる必要が勾配屋根の場合は振動性状を考慮した高さをとる必要が
あります。追加検討してください。
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6-a．指摘の趣旨 ①

 勾配屋根となる場合の固有周期計算用の高さが適切に
採用されていないことに対する指摘採用されていないことに対する指摘。

 固有周期計算用高さは、 「2007年版 建築物の構造関係
技術基準解説書」P 266によると「当該建築物の振動性状を技術基準解説書」P.266によると「当該建築物の振動性状を
十分に考慮して振動上有効な高さを用いなければならない。」
とある。とある。

 例えば、山形架構の場合は屋根の平均高さをとること等が
考えられる考えられる。
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6-b．『SS3』での扱い・対処 ①

 固有周期計算用の高さ HT は、下式により計算している。

HT＝Hgl ＋Σhi

HT ：固有周期計算用の高さ

Hgl ：入力項目[1 基本事項－15 GLから1層梁天までのHgl ：入力項目[1 基本事項 15.GLから1層梁天までの
高さ]での入力値

ΣHi ：入力項目[1 基本事項－9.階高(標準梁天間距離)]入 項目[ 本事項 階高(標準梁天間距離)]
で入力した一般階の階高の合計

(節点の上下移動は考慮しません)
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6-b．『SS3』での扱い・対処 ②

 山形架構をモデル化する場合、以下の3ケースが考えられる
が 固有周期計算用の高さに配慮するとケース②が適当とが、固有周期計算用の高さに配慮するとケ ス②が適当と
なる（ただし、後述のルート判定用の高さに注意）。
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6-b．『SS3』での扱い・対処 ③

 ケース②以外でモデル化した場合は、想定する高さで
別途固有周期を計算し 以下の入力項目で直接入力する別途固有周期を計算し、以下の入力項目で直接入力する。

・[5.5 地震力計算用データ－一次固有周期Ｔ][5.5 地震力計算用デ タ 次固有周期Ｔ]
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6-c．関連項目 ①

 ルート判定用の高さ Hroot は、下式により計算している。

Hroot＝Hgl ＋ΣHi ＋ Hpa

Hroot ：ルート判定用の高さHroot ：ル ト判定用の高さ

Hgl ：入力項目[1 基本事項－15.GLから1層梁天
までの高さ]での入力値までの高さ]での入力値

ΣHi ：入力項目[1 基本事項－9.階高(標準梁天間
距離)]で入力した一般階の階高の合計

Hpa ：入力項目[1 基本事項－16.パラペット高さ]での
入力値

 ルート判定用の高さに配慮すると先ほどのケース②は必ずし
も適当ではない。
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6-c．関連項目 ②

 入力項目[1 基本事項－15.GLから1層梁天までの高さ]に
ついてついて

・入力により1階階高や柱長さが変わることはなく、GLが
移動する。移動する。

・ルート判定時、固有周期計算時、風荷重計算時の建物
高さだけに影響する。
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